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1　は　じ　め　に

山形県における畜産農家戸数は減少を続けているが，一

戸当たりの飼養頭数は増加傾向にあり，飼養規模の拡大が

進んでいる。したがって．畜産経営における販売金額及び

経営費はますます増大している。特に肉用牛肥育は，1頭

当たりの金額の動きが大きいので，各個体の管理が収支に

大きく影響し重要となる。そのために大規模経営において

効率的な計数把握を行い経営管理の支援，経営方針の決定

に役立てるシステムの開発が必要となった。

そこでパソコンを利用し1頑ごとの肥育・販売データを

蓄積することによって，肥育状況の分帆収支予想等を行

うシステムを開発した。

2　システム開発環境

（1）開発機種：富士通　FMV－5166T5

1）CPU：Pentium166MHz

2）　メモリ：32MB

3）ハードディスク：2．1GB

（2）ソフトウェア：OS Windows95

1）Microsoft Access97

3　システムの構造

本システムはMicrosoft Access97のファイルとして

構成されている。メニューの項目及び階層図については図

1のとおりであり，データベースを構築する「データベー

ス管理」と蓄積されたデータを集計，分析する「データベー

ス集計」部分からなる。

システムの内部構成はデータを蓄積するテーブル，デー

タの集計・処理のクエリー，入出力画面であるフォームに

大別されるが，データ処理のフローは図2に示される。利

用者が入力するテーブル「個体データ」が基本データとな

り．各集計，分析処理がなされる。

データベースの項目は表1のとおりであるが，このうち

集計分析に利用する項目は，次のとおりである。①区分，

②父名・祖父名・曽祖父名，③導入時年月日，④導入時体

重，⑤導入価格，⑥導入先，⑦販売時年月臥⑧販売時生

体重（又は，枝肉垂），⑨販売価格，⑩事故。

また．このデータは各種フォーマットでの出力が可能で

あり，必要に応じ表計算ソフト等での分析に用いることが

できる。

4　システムの特徴

（1）システムの機能

システムの主な機能は次のとおりである。

1）肥育牛個体データベースを構築する。

2）データベースからの販売単価情報を時系列で表示

する。

3）年次ごとの販売収入と導入金額，飼養頭数の変化

を表とグラフで表示する。

「→「一緒入力l

図1　システムのメニュー構成
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表1　データベース項H

共通項目　　導入時入力項目　　販売時入力項目
個体番号　　導入時年月日
コード　　　生年月日
耳標番号　　導入時体重
区分　　　　導入価格
父名　　　　導入経費
祖父名　　　導入共助掛金
曽祖父名　　消費税

導入経費計
導入先

販売時年月日
生体重（枝肉重）
販売価格
預消費税
販売経費
払消費税
販売共助掛金
販売経費計
入金額
預託牛代
預託払消費税
支払利息
格付
BMS
販売先
ロース断面横
′ヾラの厚さ

皮下脂肪
BCS

事故

4）単年度ごと，牛種ごとの個体管理，販売の状況及

び飼養技術分析項目を集計する。

5）過去の実績値から個体ごとの販売目・販売価格を

試算し，次年度の販売頭数・金額を予想する。

6）肥育分析

a．血統（父，父×祖父．父×祖父×曾祖父）によ

る販売価格の比較分析を行う。

b．導入市場ごとの販売価格の比較分析を行う。

C．肥育日数と1日当たり増価額の関係を表示する。

なお，市販のデータベースソフトを基本にしていること

図2　データ処理のフロー

から，各経営に応じた機能追加も可能となっている。

（2）販売予想の特徴と留意点

販売予想，収支予想に当たっては，蓄積された肥育実績

のデータを基本としている。これは各経営において肥育志

向に差違があることから，一一定式で肥育日数，販売価格を

予想するよりも個別の実績を採用することが妥当だからで

ある。この実績値を前提として肥育日数や販売価格を利用

者の見込みで調整し大まかな収支をとらえることができる。

なお，販売時期による価格変動等のパラメータの追加は

検討すべき課題である。

5　ま　　と　　め

農業改良普及センターを通して大規模肥育経営への本シ

ステムの導入が始まっている。今後は．市販アプリケーショ

ンを基本としているという利点を活かして，利用する経営

に応じた機能を追加し改善を図っていく必要がある。
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